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XQuery1.0 ／ XSLT2.0 のツール

XQuery1.0 と XSLT2.0 は、 共 に 2007 年 1 月 に

W3C 勧告となったが、気軽に試してみることのでき

るツールはまだ少ない。現時点で主なものは以下のも

のである。

SAXON

XSLT2.0 のエディターのMichael Kay 氏の作成し

た SAXONは、XML Schema を認識した動作が行える

（schema-aware）バージョン（Saxon-SA）とそれを含

まないバージョン（Saxon-B）の２つが提供されてい

る（http://www.saxonica.com/）。schema-aware バー

ジョンは有償である。

AltovaXML 

これに対し、XML Spy で有名なオーストリア

の ALTOVA 社 は、schema-aware の XQuery1.0 ／

XSLT2.0 をサポートした AltovaXML 2008 をロイヤ

リティ・フリーで提供している（http://www.altova.

com/altovaxml.html）。

標準規格も使える製品の選択肢が増えないことに

は普及しない。今後、他のベンダーから XQuery1.0

／ XSLT2.0 の実装ツールの提供が続くことを期待し

たい。

（奥井康弘）　

などはOSOA のWeb サイト上で行われているようで

ある。以下に OSOA の開発した２つのグループ仕様

を説明する。

SCA（Service Component Architecture）

SCA（Service Component Architecture）は、様々

な言語でサービスコンポーネントを作成するためのモ

デルであり、また SOA に基くソリューションを構築

するためのサービスコンポーネントを組み合わせて使

用するためのモデルでもある。現在、バージョン 1.0

が開発されており、以下の仕様群から成る。

◇ SCA Assembly Model V1.00（2007年3月21日）

◇ SCA Policy Framework V1.00（2007年3月21日）

◇ SCA Transaction Policy Draft V1.00

（2007 年 12 月 3日）

◇ SCA Java Common Annotations and APIs V1.00

（2007 年 3月 21日）

◇ SCA Java Component Implementation V1.00

（2007 年 3月 21日）

◇ SCA Spring Component Implementation V1.00

（2007 年 3月 21日）

◇ SCA BPEL Client and Implementation V1.00

（2007 年 3月 21日）

◇ SCA C++ Client and Implementation V1.00

（2007 年 3月 21日）

◇ SCA Web Services Binding V1.00

（2007 年 3月 21日）

◇ SCA JMS Binding V1.00（2007 年 3月 21日）

◇ SCA EJB Session Bean Binding V1.00

（2007 年 3月 21日）

◇ SCA COBOL Client and Implementation V1.00

（2007 年 9月 24日） 

◇ SCA C Client and Implementation V1.00

（2007 年 9月 24日）

◇ SCA JCA Binding V1.00（2007 年 11 月 5日） 

SDO（Service Data Objects）

SDO（Service Data Objects）は、データ形式に関

わりなくアプリケーション内でデータを操作できる

ようにする統一的手段を提供する仕様であり、データ

ベースやサービスなどでのデータ操作を行う手法を提

供する。バージョン 2.1 が開発されており、以下の仕

様群から成る。

◇ SDO for Java Specification V2.1（2006 年 11 月）

◇ SDO for C++ Specification V2.1（2006 年 12 月） 

◇ SDO for COBOL Specification V2.1（2007年9月）

◇ SDO for C Specification V2.1（2007 年 9月）
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